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か  な   心  

広柏見難凍イ・人■tF・典搾 倉 田 侃 司   

Lない、柁彗小の机こ丁子は、その何である。  

く自然と対l括す古こと）   

まずH、抑拘や師稗との対講である巾 それ  

には、l．1」j神l豪へ押．かけむけれほち・らないのか  

というと、必ザLむそうでほない卜近くの草  

本や虫など車純幣すろことで、対話が味l〕立  

つ。対象車澗禦と兄ろので照なく、柁．・．■．（を決  

めて注視十れほ、それまで岩づか1・かったこ  

とを領兄するであろう。囲把ち・どの琴今井亡土  

その視でよい。   

決には．rl照現象そのものの登化を敏感に  

焙じ耶九ろようになる。これもまた∴ t‘け整と  

の対話である。  

く斬Lい白骨有無見す魯こと〉  

1■ユI二のことから考えるに，「豊かな心」と  

は、行才1の1三体斉とLての白骨車、客観的に  

眺めることのできる「ゆとり」ではあるまい  

か。たとえ、阜忙な毎日を過ニLていてら、  

仙とのかかわりモj重Lて、斯Lいn分を催兄  

L、そういう‖分をいとおLく思えるように  

なりたいものである。だれから強制きメtろで  

なく、だ弟からほ椚JJれろでもなく、まきに  

日分fl舟のた椚に。  

珊  
ー  

、   「バッグのロが  

開いていますよ」   

■い牛の転作とエスカレ【クーに乗り合わせ  

た時のことであろ。下か－■一見ると、バッグの  

［】が大きく問いていろではないか。一瞬、ど  

うLょうかと送りた机 エスカレーターを陣  

りろ町．′卜■！iで甘JrちLた汚 それが口頭の言  

葉である。ところが．その岬を断れる札に対  

Lて、稚女かご〕の∴▼璧は「肝＝ナなかった。   

いま、「豊かな心」が囲われていろ。瑚賃  

には、早かでむい心かいっばいであるから、  

反対のものが革められろのであろうn きさの  

何を手がかりに「豊かな心」に迫りたい。  

《自他をともに生かすこと〉   

円かきは、相手とのかかわりの小でl叩Hヒ  

すろものである。n分のために押下を刑糊十  

るのは、豊かさではない。逆に、抑一手のため  

に∩己柿牲を碑いられるのも豊かきとはいえ  

ない。Fl廿と榊下が、といこ†た適に′I：きる〟  

掩を押し冊L、そ九モ堰托すろところに豊か  

さがあろ。   

丑近、相手号音茄きえLようとLない現艶  

の†r・＝：苦いことか。宮西jを呼ばれても返弟を  

縫取・即テノ正こ粘け。托¶センター 〒732拭．q市配lくサ再‖弼叫・】‘l117市】～ニー ℡伯把12ご竜一3粥3   
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豊かな心を育て る体験  

共同研究「豊かな心を育てる体験的な活胃削二間する研究」博l年利から   

十どもは、日々の′「三溝の巾で．人や社会や  

日興とかかわり食いながら、豊かな心を用い  

成長する。ところが、ノト∩の十どもの寛恕を  

みると．人や朴金や自然とかかわる壬l三活性騎  

が黒かであるとは言いがたい状況でもあり、  

心豊かむ人間に成長しているか怪聞である。  

関学門間埠野師においてL∵粗かむ心の自蔵  

がフドめらオt、その育成を促す方策の→つとL  

て、休：鞭的な浦和が鬼瓦されるとともに席祝  

されている。   

本鞘究は、小学件の平素の敢西浦軌の11で、  

身近な自然とかかわる体験的な情動を有確約  

に胴り入れ、豊かな心の市喋に資する指導の  

正り方を招湾うとするものである。なお、小  

甘柁の晃年ガ日新を研究協力jiとL、研究を  

す寸めている。  

自然体陣と熱かな心   

－「どらの川りから－ご11かむl－1照が捕りつつあ  

る巾 LかL、舟．荘なところ号よく見ると、普  

段のノl三縄の小で取乱合うことのできる∩照は、  

手札＝軋 上や殖、岬＿、T：¶々、在外に省く  

紋えあげることができる。潰拙に叩いている  

柁に「ああ、き化し、だな」と心をと巾心を糾  

■＼   

rl分「りナキ  

兄つヂ）ろ  

′／＝＝－へ二＝∴－、  

E司1 熱かな屯  

了－どら椚作韓用布  

自照乗  
用Lいむの  

て：措沌亘の  
ノ＼ク）哲糾  

人間のJJを  
竜王え工二bの  

′＼の㌍利  

生命市l甘  

思．tlやり  

焙．割   

ろ・甘粕に触れろ粛び▲奉拘  自門との川合い・■・f】＿哲で和  
・彗什  

・町整眼力  

・’＝町へ釘＿餌  

代▲咋唱  

乃「l、わLl・だl爬的．即ホ附かかjlリ  

百」とのJllチl・・・・∩特に・芋や打甲て．誓．＝モ．モ十・哲抑十  

ろ・・L・モ・如か■リtろ一日」キ！l三か十  

他行とのⅢチい・・1事慄ち・誓■ニノブせ知ろ■Jl津軒＝卑に英つ■  

くIl＿誓・査ナごち印ぎ温かきに職れる・充  

／ごfノモ・′‡こか十  

豊  
か  

な  
心  

豊  
か  
1・  

・L・  

冊托の仙骨カリn申で  

・自」碓兄 ・rl」りごf兄 ・‖什燦情 ・「l押への意志  

ろ．咋挿：＝1竹亘Lく1：さろ．l’】控とといニ．人とともに咋きるI  ′r ヽ  

tl：l」至・且つ椚ろ叶1ノJI   

同2 愚かな心と自然体坤  
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かさオLろJ■・どももいれば、叫いてし、ろことに  

レ廿づかなtlすどもい－る。Ii打じ瑚和で／巨盲占 

Lていても、雫打jの変化を感じ取るヨ’－どもも  

いれは’、．1こわれて何めて1もづくr－ピらい－ろ〔   

卑の「l‾・1りのl’け琴の樵丁に気づく－I‾－ピもほ．  

「け！；というl・憫任意儲L．かかわり合うこヒ  

キil重Lて．心中より巳■りかにLていくてあろう。  

モた、そ九：士他省ヒかかわろ卜ての革整ヒち  

なる。規約で圭Il：㌢哲什与件ち、他と主付こrjlJ  

にかかわり√†∫；う と十ろ析帥作間が「㌍かな  

■Lリ 丁あろヒサえろ「囲l、■。   

阿2：土．門か1・心ヒF‘け封†丑年ヒのかかわり  

を【■姓氏化L′二ものてあろ∩   

1■・どちか碑岬：ニ佃れろ「1禦ほ．相即で多杵  

束幣叩のモ．壬†用ミサろ．）Lたがって、十ピも  

ほ甲－なるtll満とLてでなく、酔オ「1卑の煙作  

を俸佃1せ、†・■閥抑止・lrliも什し、なが▲二川冊1イ巾な  

指し一環けとめキすろことに1・ろ。l■1禦と一対   

一で 、あるい1．ま他省・ヒ・真打にかかわろこヒモ  

通Lて、心の豊かきが．狩々にj‘－どらたち  

人ひヒIlの巾而に椚ぎLていくのてあろ。  

将司の構想   

ヰこ研究は、小・羊愕の粧隼ノJの仏力キ竹H∴  

′j諸即ミJ：二す十nていろが，つ≡詳でにあた一ユて亡．七  

；子こ乃．・1f■モ基寸こヒLている。  

7、」■■ども刀「l萬生i舌とかかわりの深い句虻   

1・l’l鷺キとりあける。  

曾 ＿門下ご1－・拙別清和・j訂徳・巾とり打川．■f－1ぎI門■   

をi．I川L、柁内政び草手引．・】j週で無印なくて   

さろf．1仙キヒリあげる。  

ハう、、了．†柵七Tきろだけ耶輯的なも乃にた・ろょ   

うに十ろ。  

甘・イーどちの焙什ミこ訴え、守ビも門間†■帥ミ」亡   

感じ入■や1卜すき、†嗣片帆ミ・反応を大叫：二十   

ろ。  

管・「1禦ヒ簡れrナう盲．柑IJの巾で、rl然ヒⅢ会   

t㌧l■圧ユヒ廿．で‡し・、軌一帯・と川合う作興モL．   

それが捏轄や．咋子ごト轡咤まで合んだ心の豊   

かき：二った・がろよう、講溝糾に開通せもた  

せろ け可3l。   

この．上うに．I：】禦とかかわる什：韓爪湾・情動  

キ摘Lて、丁－ピもたちが臼廿の考えや隼講に  

きょぎ．‡ち・町野を・剖ナ、′仁清をより豊かに十  

ろ上う1・指彗誹‘州にLていきたい。  

整て・焙じ爪る  
仲を叩かL二十る  や¶：二‖1f上ろ   

l輿の心に触れる  

‥のも1要件に触れる  

）甜：，．†  仙■．l．亨キ■・巾十  

ll廿亡」他人らともに里香十   

l■l分有川下lニー上土ち  

（苫fTコニ・コミュニケ－シ了ンてI  

．一．．】．Jヒ十ろ  

JJ  

「けlごとつ1－がろ  

へ二′J与1・fろ  

′‡二1ん■キー■！l  

同3 隼l播溝軒の綿？王のJ■『   

菓躍の申から（ジャガイモの栽培与通Lて）   

F莞4∫1押■・の押印て－ジ1・ゲイモの粘土J「モ十る。  

慣托‾こごt3F＝二肺え付けモLてかIt〕「ジ十ガ  

イモ君」ヒ呼んでIf】＿・．講モL、租幣キ拙けた。  

ナビもにと一｝て斗近ち・らのとLてかかわJJせ  

ながら、「1空緊の円かきに触れろことキ大明に  

Lた。   

観幣Lたことはノートに．て己帥十ろだけで万  

く、絵本や別件刺とLて什．－‖■．化」た。また昭  

博キ祝って「りっばに弔ったジャガイモ、ホ  

・ソわホカ、パリクバク鞋で†」を員んキて計画  

した∴1日てたジャガイモを】カニてた－く、即、  

甥、クイギ左ビキt夫Lて環⊥んた∴ 日刊丼  

にこ二：ニ拾升㍑てきなし1が、1’▼ピち迂ほジャ  

ゲイモに心を′杏せて市てろニヒがてきたこ亡  

夫・廿．L杓や寮：：イこかl■ブタ雷じ取ることができた。  

ケ粍甘町究m力＝のぺ椚キ集約L、千ビも  

の清・帥の椛I■・や且乱叩吾雪：をもとに、研’先の  

成■1こと．．即i沌モヒ椚ていきたいと考えていろ。  

「休騎的な溝糾」j挿丁研究グループ  

1Jこ爪りf粍ffセン㌢†指準巨刊 井崎  明  

措靖l三部 書冊 邦昭   
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－＝ 革H＝旧識薫から －‥て  

㊥   おこたえします  毎〕  

授業中騒ぐ生徒  軋り柵く千ビもにかかわっていきます。   

輔が」いときに「静かにLなきい」と壬主意す  

るばかりて宅く∴例えば、「A君、ここはどう  

ち・ると．牡う」「恒Iかいい考■えてもあるのかな」  

亡・どと申告かけることも大切です。  

2 個別面姥の乗推   

Aイ丁ヒの【巾梢や州．封打輯仝をてきるだけも  

ち．本人のザ刊．友娃憫保ち・ビ、乍惜竹浦で  

の不■甘や十軋み、また、■宕l荏／l：捕での陥ふなど  

に．十分野卑脚けろょうにLまLょう。その  

ち・かで、熊冊や■■；キ柁に対すろイ用酎トピが廿．る  

こともありま十が、本人の吊持ちを吾壊せず、  

よく聴いてやることか人間で十。   

f－どものちL朽ちを・空けl卜的、i附こ与えてい  

こうとする教師の苛和が二r－どもに†よわったと  

きに、教師と！l三杜の問にイバ潮泄‖薫か一lミまオして  

きます。   

Q 中■■芦較2年のA君は、椎葉「lll、鞭価  

キひやかLたり、指示Lたこともl叶Jかず  

騒いだりするので伺っています。他の光  

二［の椎葉でも、同じようむ状態というこ  

とです。神化とLてA君によく拝意する  

のですが，いっこうにその態度は改まり  

ません。たびたび、呼んで班蕊すると．  

「†勘ぎりかり・・・■・」とかえって反抗的な態  

性を示すこともあります。どのように指  

輯すれrt■よいのでLようか。  

A この上うむ／＝徒にかかわる際、言上意・叱  

市だけて烏沃・かなか剖黙かあがらないようで  

す。「更蹟ぐ」という炎In押Jち▲守i酌だけを叩き  

えようと十ろのでほた・く、丁－どもの行抑を適  

Lて、・九ひとりのらつ問鞘の曙関芳明一吊・を  

鰐l〕．ケの付則Ⅵ．打昧キ的倖に押きえろこと  

が米印でナ。   

措巽中顆ぐ十どもの讐聞耳朋黒豆Lて比  

「摺巽かわからない」「甲i友かJJ雌外さJLる」  

「草姉巾へのイこ捕がある」「宣娃でのイこ睾がある」  

など、きまぎまなことが苔え▲1れますれ   

童た、「顆ぐ」行抑二は、克だちや敢仲に  

「仁l分の存在を詔漉てほLい」というl叩いが  

こめられています。このようなJl：〒心二村Lて  

は、次のような対応がせ牒となってきます。  

T 授業場面での〈ふう   

Aj■†が授業中、少しでも活動できるJ即Ijそ  

つくり、柵友から認められるようにL・ます。  

」■・どもの革咄・関心のあるものなどモ措華に  

1【某り人れ、力に応じたヲ邑間を工夫L、■芋習の  

つまずきにj・1Lて個別的な折半を行うなど、  

このようにLて、A君の心周爪鴎宣悠車lっ  

ていくと、本人の行i帥も電化Lてくると．町い  

ます。LかL、馬董ぐ行為が戟いたり．他に中  

大な逃腰や危陣が阻ぶ埼合には、餌師の持黙  

とLた態性も心電です。その際、／棉Eヒの信  

輔間怖ができていない状領で烏、効果は間竹  

丁きません。また、A帯の行動に囲Lて、呆  

畦での野澤が人きい哨合には、■宗臣との運漕  

引叩J、偶力を求める必革もあります。   

以卜述へこたように、お【仙二現れた行動だけ  

にとんわれザ、手ピもの心のl人1而に円を「h‖ナ  

て．かかわりていく軍勢を日頃から大切にし  

たいもので十。  

広島■†招い㌣センタ㌧」甘博す■持 三原：手引堅   
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算数科の捏菓のま とめ  

一致学的な考え方、関心・意欲・鮮度を育てるために一  

広島■一概軒セントー＝¶仲井仁車．民寝 和昭   

甘汽の托彗の終ノこ持F削二おいて「今†Iは骨  

粍グ）′二L昔ク〕中空挿をLまLた」「繰り上がl）  

のあろたL甘：の叫瞞キLまLた」に頸すろま  

と酌に挿すろことがある。   

まとめか・半円町市の確認椚晶に終っては、  

賢かな発想キ′1：み什．十此間力や講和的な思考  

力キ巾てたり、牧叩的な堕押のよきがわかり．  

間門の乍円内容や紆鞭キi占」＝する暦年車両て  

たりすろl・．でイり・骨であろ。本陣の学習がや  

絹の・T習に坐さて働く力とち・るためにほ「†叫  

モビのような爪ノ二で即決Lたか」「†中里印L  

し－∴即【托Lて喋ったのか」に¶圭．■．王を晶てたま  

七めが必■塑であろ。暫え〟や今絶の課題せ叩  

柿にすろこヒrl、．軋モカや閏心∴軒撒・慄摩  

キ再てろこヒヒ…果し一閃わりのあることである。   

このように与えろと、まとめの円田ほ時間  

的に‡・．iくとも、柁‾野外拙梨が虻肯きれる市窄  

も・拉帯卑Ili椚ていろ。  

○ 数学的な弔え方に蕎目したまとめを   

まとめの閂Ir誓【ニ空ろ諾てには、∩力埠寺社や  

瑚川＿」二げの明モ姻Lて苫作ウニヒを・、jご・門Lて  

きていろh   

ト苧一＋子弟畔lミ過程を†剛＝サえて7．よう凸  

1ヰごま1より早大きい。だか▲■J．1よlトピれ  

た－汁尤きいか分かれば吾がでろはずてあろ。  

阜＋チど三÷，1より1そ太さいので2そであ  

る。また． 1輝軒乃持分靴＋甘分数の・■；ご■門を／ト  

かLて】阜は早だから＋が佃＋41こで2一己  

と考えた丁・ピももtlたであろう。二の招貰キ  

「帯分艶＋餌分町汀一円門卑LまLた」とだけ  

でまとめを拝るのほ叩念である。ナビらほ芥  

がどれくらいになるか兇、11モつけ、それモJ．し  

に解托Lたり∴キを竹中にその雅つ骨にあた  

るかで考えたりLていろけ また、胡F甘苦引二肺  

寸二とをこれまでの草門と間浬付ければt 幣  

艶の加法の掘り上がりの僚刊とl石1じであり、  

分冊の人ききによって紺り 卜がりの什JJが掩  

うだけで晶ろn．廿帯かできろよ－1になろ渦軒－1  

でどの．上うに考えたのかキH朋附こし日代門里  

村ヒの閏＿祉モ捏lったまとめをLたい。   

このよ－〕な札・1モから柁彗モ1上納ようと十  

ると、憶珊■拭側に井口Lた熊村冊■甘か必牒  

である。下図は、加l法の憤押キと■■）えたらの  

て・ある。   

F＋7  コl   ！ヰ  t 】  ．・l  

仲 
1号＝⊥‾1－  

」二∴－．掛．■がり   Ⅷ．しt㍉÷J．′∴  

‾T‾＝＿＿I＿＿ ■  
⊥－■村りL÷ノ．えく．  l†】■‘ユノJ7－■1  

一  口イ ■1、んh ′J  

吾？汽。二  頑 ヤ  
、  

■t一丁－】＝  i ．■1・．K  

間心・意欲・世度を育て魯まとめ右   

叩・元が電≡わー二】ない控ヱl巨草子引勺宇戸は連粍Lて  

おり、まとめは批時の学習へのつなぎでもあ  

るB ヰこ時の問確を師沌Lたことにより、何が  

耶Lい滑確ヒLて捕ったのかモ叩碓にLてお  

くことは、烹輯・閉心・聖篭モ市J雌するうえ  

で不要であろ。  

†呵えば．ある標賓は「‾二等辺三巾汗引丘、1  

F叶作りて弔なる（2つの辺が彗Lい1三何形  

で十」で終rL、・方の帽矧ま、これに加え  

「2「叶折ってち重なる三何形があるのだろう  

か、あろと十ればどんな三角形だろうか」の  

靴仰の投げかけで終1■LたとLよう。比持す  

るまでもなく、碑打のような折輯草堂ける丁・  

ピもは、凍畔の諾朋控把購ナることができる  

と」†三に、■■円和昭帥印刷り■も学ぶことができ  

る。決畔に畔律したい課暗を∩らの力で見い  

だサニとができろよう、一1芦咋に応じた寸旨蒋の  

柵み巾hか必要である。   

｛  



軒3呂号 平悦3年‖円  広 島 市 敦††セ ン タ ー 所 邦  沌〉  

教育セ ンターひろば  

＿ 呈上⊥溢よん・速輿ノ霊   

十佃■日射裾L七日5名の僕／仁方が、それぞ  

九の尊門分割で耶作中北めておらJLます。  

＊生活科敦暫：山廿明苦熱節（頂慄廿1   

印幡是引］：地域とのかかわりを／l：かLた転   

乗純な遊び切胡村化  

♯教育相講：勒埼市史鶉価（昭和小）   

研帖撰トl：児苛の和己乗出を促す敢行珊課   

の在り方  

♯外国語科働育：原みよ了・鞭諭（三和巾）   

研一「即：引］：英語科におけるコミュニケーシ   

マン権力の習耽に関する研究  

中塑性楕嘲：巽担克己胡儲（牛IJ叩」）   

抑問剛l：＝、羊門意欲を高めるための生徒指   

坤の柿究  

ヰ障幸児教育：覇一一 正敢諭（戸堀中1   

抑作朋Il：紬間児の対人閏順せ満てる作業  

・■H甘乃在l〕ノブ  

平収3隼H11から耶2・耶4＿l珊己‖が休み  

♯講師 仰望、砧．■11－’皐こ  

上」l（■‘】 lヽ か 山  

米倉 斤加平氏  

絵本「革t留」「おとなE  ≠サ  

になれなかった新たちへ・・・・・」亡ミか  

＊兼題「軋のメルヘン」  

♯日時 平成3年12115t＿＝舶14：30－  

＊場所 西区民文化センター ㍍En55〔I名I  

＊対象 教職員、社台敢巾荊n   

的fFセンターでは艶で手招究をすすめるに、lぅ  

たって、次の先／1三方に研究協力nをお囲いL  

ています。  

平成ヨ年度研究協力旦  

研究開城．研■兜偶力H氏欄  所属校rF剛毛   

仲 川 博 之  示田甜′巨千種   

柵Ill即 也  悼′ト学校   
・てた習指輯．て‾六 f・r 押Iナ  托東西小学校   

川津翫1串甘卜仰 木 如 山  f裾」」小学招   

大 イJ†．i‾ 揮  什小一早便   

松；珊illf 什  三人取小学校   

西．山 一卑【．  船越小学干葉   

r甲IJ   作  打J示川、・羊棺   

債  托 ノミ  ′卜】‖小・、7＝輯   

’ll日掛町中■芦拒  
昔崎小■芋僅  

けl■托    楠Ⅰ叫、■■㌣棺   

鹿 渡 山菜J■・  †■†リレ巨■7■拍   

耶潤冊≠莞認諾吉J‡禁m小冊        市南′トナ掩   

野IFり 桐 †・  白島小学校  

二晩山北中学校  
敢吾相講：ユ     lJ‘・   屯Lll巾・’r＝柁   

すひとふ  仰H即 
l辛1■－   

「和l】‘【．】二仲村．11■lllf枯 葉  電畢軌椎阿   

取  付＝lll利■」∈宰  紫可．訃中学僅  

川T一間／・  
洲脚Fi閃和さよ   其伯幼稚【剖  

になります。みなさん  のご印佃  ご協力をお  

闘いいたLます。  

表紙穂 広島市立屯崎小学校長 里本 博文  

題 字 広島市立段間小学校熊再 見立 脚丁・  

回回回回   
小瀬円よl＝うー精いています。師走を前  

にお忙Lい柘rlと存じまナ。   

今回は、「豊かな心を市てる革帯」を  

特性とLて爪り卜げまLた廿 今捜の指草  

の光てJ封二ご清川くだきい。  

r∫．Xローリ1－2Plユ1   


